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　 良好な風景づく り を進めるため、「 風景づく り 基準（ 行為の制限）」 を定め、 建築行為を行

う 際には、 風景づく り 基準に適合するこ と と します。

　 また、 周辺の風景に影響を及ぼすおそれがある一定規模以上の建築物等の建築行為を行う

際には、 景観法に基づき板倉町長に届出が必要と なり ます。

　 なお、建築物を建てる時に参考と なる考え方を示す「 風景づく り ガイ ド ラ イン」を定めます。

（１）届出対象行為

　 次表に掲げる建築物等の建築行為は、 景観法第 16条第１ 項に基づき板倉町長に届

出が必要です。

行為 対象 除外　※２

建築物の新築、 増築、

改築若し く は移転、

外観を変更する こ と

と なる 修繕若し く は

模様替え又は色彩の

変更 ※１

高さが 12ｍ又は建築面積が 1,000㎡を超え

るもの

(1) 増築又は改築で、 行為にかかる部分の床面積が

10㎡以下のもの

(2) 工事に必要な仮設の建築物の建築等

(3) 外観の模様替え又は色彩の変更で、 行為にかか

る部分の面積が 10㎡以下のもの

(4) 改築で、 外観の変更を伴わないもの

工作物の新設、 増築、

改築若し く は移転、

外観を変更する こ と

と なる 修繕若し く は

模様替え又は色彩の

変更 ※１

(1) 高さが２ ｍを超える柵・ 塀・ 擁壁の類

(2) 高さが 12ｍを超える、 電波塔・ 物見塔・

装飾塔の類、 煙突・ 排気筒の類、 高架水

槽・ 冷却塔の類、 鉄筋コンク リ ート ・ 金

属製の柱の類、 電線路又は空中線系（ そ

の支持物を含む）（ 建築物と 一体と なっ

て設置される場合は、 建築物の高さ と の

合計の高さ と する ）

(3) 高さが 12ｍ又は 築造面積が 1,000㎡を

超える、 観覧車等の遊戯施設の類、 アス

ファルト プラント 等の製造施設、 自動車

車庫専用の立体的施設、 石油等の貯蔵・

処理施設、 汚水処理施設等の類

(4) 高さが 12ｍを超える彫像・ 記念碑の類

(1) 大規模建築と 一体と なって設置されるものの新

設で、 高さ 1.5ｍ以下のもの（ 左記「 対象」 の

(3)にあっては、 新築にかかる部分の築造面積

が 10㎡を超えるものを除く ）

(2) 増築又は改築で、 高さが増築又は改築前の高さ

以下のも の（ 左記「 対象」 の (3)にあっては、

増築又は改築に伴い増加する部分の築造面積が

10㎡を超えるものを除く ）

(3) 工事に必要な仮設の工作物の建設等

(4) 外観の模様替え又は色彩の変更で、 行為にかか

る部分の面積が 10㎡以下のもの

(5) 改築で、 外観の変更を伴わないもの

開発行為（ 土地の区

画形質の変更）

面積が 1,000㎡を超える も の又は高さ が２

ｍを超える法面を生ずるもの

農林漁業を営むために行う 土地の区画形質の変更

（ 宅地の造成、 土地の開墾、 水面の埋め立て又は干

拓を除く ）

屋外における 土石、

廃棄物、 再生資源そ

の他の物件の堆積

面積が 1,000㎡又は高さ が２ ｍを超える も

の　

堆積の期間が 90日を超えないもの

土地の開墾、 土石の

採取、 鉱物の掘採そ

の他の土地の形質の

変更

面積が 1,000㎡を超える も の又は高さ が２

ｍを超える法面を生ずるもの

なし

表　届出対象行為

第４章　風景づくりの基準
（景観法第８条第２項第３号）

１ 建築物等の制限と誘導の考え方

２ 風景づくり基準（行為の制限）

※１ 　 既存の建築物・ 工作物で、 同色による塗り 替え等でも届出が必要な場合があり ます。（ 同色による塗り 替え等でも風景づく り 基準への適合が必要です。）

※２ 　 通常の管理行為、 軽易な行為、 非常災害のため必要な応急措置と して行う 行為等については、 届出の対象から除外されています。（ 景観法第 16条第７ 項）
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（２） 手続きのフロー
　 届出対象行為は、 町長と 事前協議を行う と と も に、 行為着手の 30日以上前に板倉

町長へ届出が必要です。 また、 風景づく り 基準に適合しない場合は、 町長は、 勧告や

変更命令を行う 場合があり ます。

図　建築行為等の手続きフロー

第４章　風景づくりの基準 
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（３）風景づくり基準

　 板倉町全域において、 次の風景づく り 基準（ 行為の制限） に適合するこ と と し ます。

ただし 、 町長が良好な風景づく り に著しい支障を及ぼすおそれがないと 認めた場合は、

この限り ではあり ません。

項目 基準

配置

○周囲に圧迫感を与えないよう 道路等に接する敷地境界線から後退し、 周辺

と の調和を考えたバランスのよい配置と するこ と 。 特に、 中層以上の建築

物は、 十分な空地を確保するこ と 。

○風景資産等の優れた資源に隣接する場合には、 その保全に配慮した配置と

するこ と 。 特に、 地域のシンボルと なる樹木は極力保全し、 修景に生かせ

るよ う に配置するこ と 。

高さ・規模
○周囲のまち並みや樹木等と 調和した高さ と するこ と 。

○低層を基調と したスケール感から突出しない規模と するこ と 。

形態意匠

○屋根は勾配屋根と するなど、 田園風景や既存の集落等と 調和した意匠と す

るこ と 。

○建築設備や屋外階段、 ごみ置き場等の付属施設は、 次のいずれかの基準に

適合するこ と 。

・ 建築物と 一体的な意匠と するなどにより 、 目立たない工夫を行う

・ 道路から直接望見できない位置に配置する

・ 緑化による修景を行う

○長大な壁面を持つ外壁は、 壁面に凹凸を付けたり 、 部材、 色彩・ 素材など

で分節化を行う など、 圧迫感の軽減を図るこ と 。

色彩・素材

○低彩度を基調と し た落ち着いた色彩と し 、 別に定める基準に適合するこ

と 。

○光沢のある素材の使用を避け、 地域で多く 用いられている素材を活用する

こ と 。

敷地の緑化

○敷地の外周には低木や高木を植栽する等により 、 緑豊かな外観と なるよ う

にするこ と 。

○道路に対して潤いが感じられるよ う 、 接道部は生け垣や四季を感じる樹木

や花木の植栽に努めるこ と 。

①建築物・工作物（擁壁・電波塔等を除く）

項目 基準

配置 ○風景資産に指定されている資源の形状を損なわない配置と するこ と 。

形態意匠

○次のいずれかの事項に適合する等によ り 、 無機質な仕上げを避け、 圧迫感

の軽減に努めるこ と 。

・ 自然素材等を活用した仕上げ（ 石張り 、 自然石風の化粧型枠等）

・ 緑等を活用した仕上げ（ 植栽による修景、 緑化法面等）

・ 圧迫感を和らげる形態（ 勾配を付ける、 階段状の形態）

色彩・素材 ○低彩度を基調と した落ち着いた色彩と し 、別に定める基準に適合するこ と 。

②工作物（擁壁）

第
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項目 基準

配置

○風景上、 重要な場所からの見え方や風景資産の保全の観点から 、 次に掲げ

る場所は可能な限り 避けるこ と 。

・ 水辺から直接望見できる場所

・ 風景資産等の優れた資源に隣接・ 近接した場所

・ 一団の農地の集団性を損ねる場所

・ 学校などの公共性を有する施設に隣接する場所

高さ・規模 ○周囲のまち並みや樹木等と 調和した高さ と するこ と 。

形態意匠 ○原則と して鋼管柱と するこ と 。

色彩・素材

○電波塔の色彩は、こげ茶又は亜鉛メ ッ キ処理（ 低光沢仕様、Ｎ 4.0～5.0程度）

と するこ と 。

○敷地の外周にフェンスを設ける場合は、 こげ茶等の落ち着いた色彩と する

こ と 。

敷地の緑化
○敷地の外周には低木や高木を植栽する等、 植樹及び植栽の配置を工夫する

こ と 。

③建築物・工作物（電波塔等）

事項 基準

土地の形状

及び緑化

○大規模な法面及び擁壁を生じないよう にするこ と 。

○擁壁を設ける場合は、 ②に示す基準に適合するこ と 。

○良好な樹木、 水辺等を保全し、 積極的に活用するこ と 。

④開発行為

事項 基準

堆積の方法

○堆積物は整然と 積み上げ、 その高さは原則と して３ ｍ以下と する。

○道路や敷地の外周には極力空地を確保し、 堆積物は敷地の中央部に配置す

るこ と 。

遮へい ○敷地の周囲には、 植栽又は風景に配慮した塀等を設けるこ と 。

⑤屋外における土石、廃棄物その他の物件の堆積

事項 基準

遮へい及び

事後の措置

○周辺の道路等からの遮へいに配慮した敷地周囲の緑化を行う こ と 。

○掘採又は採取後の法面等は、 周辺風景と の調和に配慮し、 十分な緑化を行

う こ と 。

⑥土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の形質の変更

第４章　風景づくりの基準
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色相 明度 彩度

OR～ 9.9R
8以上 ２ 以下

8未満 ４ 以下

10R(OYR)～ 5Y
8以上 ４ 以下

8未満 ６ 以下

上記以外の色相
8以上 １ 以下

8未満 ２ 以下

【建築物の外壁・工作物の外装】

色相 明度 彩度

OR～ 9.9R

７ 以下

４ 以下

10R(OYR)～ 5Y ６ 以下

上記以外の色相 ２ 以下

【建築物の屋根】

別表　色彩基準
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凡例

外壁基調色の行為の制限

屋根色の行為の制限

工作物外装色の行為の制限

図　板倉町全域の色彩基準

※本冊子では、 できるだけ正確な色表現を心がけましたが、 印刷物によるため、

実際のマンセルと 図版等の色彩が異なる場合があり ますのでご注意く ださい。


